
                            

                            

                            

                            

    平成 30年 9月 1日発行 第 92号 

広
報 

第
九
十
二
号 

 

さ
く
ら
前
線 

プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
長
期
服
用
に
適
し
て
い
る
の
は
腎
保
護

作
用
の
あ
る
薬
剤
と
な
り
ま
す
。 

そ
れ
と
は
別
に
。
抗
生
物
質
、
痛
み
止
め
、
熱
冷
ま
し
と
い

っ
た
、
風
邪
薬
的
な
処
方
一
つ
と
っ
て
も
透
析
患
者
様
は
敏
感

に
な
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
お
薬
の
代
謝
後
、

腎
臓
か
ら
外
に
出
る
タ
イ
プ
の
お
薬
で
す
と
、
出
な
い
た
め
、

薬
の
効
果
時
間
が
異
常
に
長
く
な
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

健
常
人
と
同
じ
量
を
服
用
す
る
と
、
副
作
用
だ
け
が
出
て
し
ま

う
こ
と
も
。
で
す
の
で
、
町
医
者
に
臨
時
処
方
で
お
薬
を
出
し

て
も
ら
う
時
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
し
て
し
ま
う
時
に
は

必
ず
、「
私
は
透
析
患
者
で
す
」
の
一
言
を
お
忘
れ
な
く
。 

 

次
回
も
引
き
続
き
透
析
患
者
様
の
薬
物
療
法
を
お
送
り
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 

 

 

吾妻さくら病院 

   
 

こ
の
夏
は
大
変
暑
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
脱

水
は
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
当
院
は
透
析

施
設
で
す
の
で
、
健
常
人
と
は
薬
物
療
法
で
の
意
味
合
い
が

異
な
る
透
析
患
者
様
に
対
す
る
薬
物
療
法
を
説
明
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
初
め
に
、「
透
析
」
と
い
う
も
の
で
す
が
、
何
を
す

る
た
め
の
医
療
か
ご
存
知
で
す
か
？
人
工
透
析
（
じ
ん
こ
う

と
う
せ
き
）
と
は
、
医
療
行
為(

区
分:

処
置)

の
ひ
と
つ
で
、

腎
臓
の
機
能
を
人
工
的
に
代
替
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
電
解
質
補
正
を
行
っ
た
り
、
尿
毒
症
を
予
防
す
る
・
・
・

つ
ま
り
、
普
段
、
皆
様
は
尿
か
ら
悪
い
も
の
を
排
泄
す
る
こ

と
で
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
維
持
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

腎
不
全
の
患
者
様
は
そ
れ
が
自
力
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
透
析
導
入
前
で
は
吸
着
炭
を
服
用
し
て
除
去
し
、
導

入
後
は
膜
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
）
に
よ
り
毒
素
を
除
去
し
て

い
き
ま
す
。 

 

自
尿
が
あ
る
方
へ
は
、
そ
の
尿
が
重
要
と
な
る
の
で
、
そ

の
自
尿
を
促
進
す
る
た
め
に
利
尿
剤
の
使
用
を
行
い
ま
す
。

も
う
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
副
作
用
だ
け
が
進

む
の
で
薬
剤
は
中
止
に
し
ま
す
。
ま
た
、
透
析
は
「
水
分
の

移
動
」
が
あ
る
医
療
行
為
の
た
め
、
血
圧
の
変
動
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
で
す
の
で
、
透
析
中
に
も
血
圧
が
下
が
っ

た
場
合
は
輸
液
や
昇
圧
薬
で
対
応
す
る
、
透
析
外
で
は
水
が

身
体
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
血
圧
は
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
降
圧
薬
の
服
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
降
圧
薬
に
も
腎
保
護
作
用
の
あ
る
タ
イ
プ
と
な
い
タ
イ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

『ご
挨
拶
』  

 
 

 
 

看
護
師 

 

田
村 

晃
生 

平
成
30
年
８
月
１
日
よ
り
常
勤
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
田
村
晃
生
（
あ
き
お
）
で
す
。 

真
田
幸
綱
、
真
田
信
幸
、
真
田
信
繁
が
大
好
き
で
、

い
つ
か
吾
妻
か
上
田
市
に
勤
め
た
く
て
来
ま
し
た

(´◡̀)

。
厩
橋
病
院
、
利
根
中
央
病
院
、
月
夜
野
病
院
、

り
ん
ど
う
の
里
、
上
毛
病
院
、
や
ま
ぶ
き
園
で
の
勤

務
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

『ご
挨
拶
』  

 
 

 
 

看
護
師 

 

大
野 

智
美 

 

８
月
か
ら
４
階
病
棟
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
大
野

と
申
し
ま
す
。
患
者
様
に
寄
り
添
う
看
護
が
で
き
る
よ

う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

 

 

1923
年(

大
正
12
年)

９
月
１
日(

土)

に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、『
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な

い
』『
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
』
と
い
う
意
味
を

含
め
て
、
1960
年(

昭
和
35
年)

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、

防
災
の
日
を
中
心
と
し
た
１
週
間
が
防
災
週
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

透
析
患
者
様
の
薬
物
療
法
【そ
の
１
】 

  
 

 
 

主
任
管
理
薬
剤
師 

門
脇 

寛
篤 

薬
局
だ
よ
り 

新
入
職
員
紹
介 

血液透析とは、ダイアライザーと呼ばれる機械に血液を通して、濾過をする方法で

す。 

ダイアライザーの中には無数の細いストロー状の管があり、血液はこの中を通り、

外側に透析液を流すことで血中の老廃物などを濾過させることができます。 

通常は 2～3回／週のスパンで、1回あたり 4～5時間かけて行われます。 

血
液
透
析
の
し
く
み 

きれいにな

った血液 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%BB%E7%99%82%E8%A1%8C%E7%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%85%8E%E8%87%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%85%8E%E8%87%93


                            

                            

                            

                          

 

 

 

医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
病
床
は
、
一
般
病
床
・
療
養

病
床
・
精
神
病
床
・
感
染
症
病
床
・
結
核
病
床
の
５
種

類
あ
り
、
』
そ
の
中
で
も
療
養
病
床
は
慢
性
期
の
疾
患

を
扱
う
病
床
で
す
。 

療
養
病
床
は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
医
療
療
養

病
床
と
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
介
護
療
養
病
床
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
（
介
護
療
養
病
床
は
厚
生
労
働
省
よ

り
廃
止
が
決
定
さ
れ
、
当
院
で
は
介
護
医
療
院
へ
転
換

い
た
し
ま
す
。） 

医
療
療
養
病
床
は
、
急
性
期
の
治
療
を
終
え
て
も

引
き
続
き
医
療
提
供
の
必
要
性
が
高
く
、
病
院
で
の

療
養
が
継
続
的
に
必
要
な
患
者
様
を
対
象
に
入
院

期
間
の
制
限
が
な
く
長
期
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

病
棟
で
す
。 

受
け
入
れ
可
能
な
状
態
に
お
い
て
は
、
人
工
呼
吸

器
・
血
液
透
析
・
胃
ろ
う
管
理
・
経
管
栄
養
・
酸
素

管
理
・
点
滴
・
人
工
肛
門
管
理
・
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
管
理
・
継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
な
方
な
ど
で
す
。 

こ
の
ほ
か
の
状
態
の
方
で
も
お
受
け
可
能
な
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
医
療
相
談
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

現
在
、
快
適
な
療
養
環
境
に
向
け
て
三
階
・
四
階

の
病
棟
部
分
を
改
築
中
で
す
。
中
之
条
の
町
や
山
並

み
を
一
望
で
き
る
静
か
な
環
境
の
中
、
患
者
様
に
快

適
に
療
養
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

平成 30年 9月 1日発行 第 92号 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内  科 

循環器科 

午前 

中澤※1 中 澤 
 

中 澤 中 澤 於川※2 

於 川 

午後 休 診 

外  科 

胃 腸 科 
(整形・リハビ

リ科) 

午前  

大曽根 

(群大) 

 

 

須 賀 

(群大) 

 

瓜 田 

 

中 澤信 

(群大) 

 

笹 口 (群大) 

午後 休 診 休 診 

認知症外来 午後 休診※3 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 
 
 

 
 

外来受付時間： 午前 8 時 45分 から 12 時 00分まで  

/ 午後 13時 00分 から 17時 00分まで 

 休診日 ：土曜日午後、および日曜・祝日 

※ 於川医師の診療は毎週金曜日および毎週土曜日となります。 
※ 診療日変更となる場合もございますので、院内掲示版や受付窓口にて 

最新情報をご確認ください。 

診療案内（９月） 
 

吾妻さくら病院 

※1 第 1月曜日(3日)は内科休診となります。 

※2 第 3金曜日(21 日)AM9：45～17：00 は非常勤

内科医師の診療となります。 
    
※3 第 2月曜日(10 日)午後の診療になります。心

療内科は新規受け入れを休止しております。 

◆ かかりつけ患者様の急病時はいつでも対応します。 

◆ 外科休診日でも軽度のケガ等はご相談ください。 

◆ 9月休日当番医は 9日(内科・外科)となります。 

     

 

発行 ：吾妻さくら病院 広報委員会 

      吾妻郡中之条町伊勢町 782-1 

      TEL：0279-75-3011 

        FAX：0279-75-3299 

        URL：http://www.a-sakurahosp.com/ 

 

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な

ど
の
健
康
障
害
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
動
脈
硬
化
の
進
展
に

よ
り
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
障
害
を
生

じ
る
危
険
因
子
と
し
て
重
要
な
病
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。 

CT
で
へ
そ
位
置
の
断
面
を
撮
影
・
測
定
し
た
内
臓
脂
肪
面

積
（
写
真
の
赤
色
部
分
）
100

cm2
以
上
で
、「
内
臓
脂
肪
の
蓄

積
あ
り
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
と
し
て
は
、
男
性
85

cm
／
女
性
90

cm

以
上
に
相
当
し
ま
す
が
、
精
度
の
高
い
診
断
に
は
CT
に
よ

る
測
定
を
推
奨
し
ま
す
。 

          
 

只
今
、
病
棟
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
た
め
、

騒
音
等
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


 

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
方
や
転
院
、
人
工
透
析
療

法
な
ど
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ご
相
談
承
り

ま
す
。 

病
棟
だ
よ
り 

「医
療
療
養
病
床
の
ご
案
内
」  

 
 

地
域
医
療
連
携
室 

山
本
ち
あ
き 

 

病
院
だ
よ
り

介
護
講
座 

内
臓
脂
肪
測
定
の
ご
紹
介 

＜当院オリジナルの測定結果レポート＞ 

 

『メ
タ
ボ
解
消
し
よ
う
!!
』 


